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遂に 50 号に達した Rouleur Magazine のお気に入りの表紙を紹介する特集。記念すべき50 号の購読
者用カバーを手がけた Paul Smith は Cartier-Bresson の写真をフィーチャーした issue34 と Miguel 
Indurain が迫力の issue38、Rapha の CEO Simon MottramはMarco Pantani の issue41、稀代のタイ
ムトライアリストChris Boardman は 6-Day Race の issue7。50 号に渡るインスパイアブルなルーラー
マガジンカバーアートの世界へようこそ。

スイス・ヴィンタートゥール写真美術館長Duncan Forbes によるロードレースフォトグラフィの考察。
今回のテーマは "Victory"

2014 ツール・ド・フランスでのリタイアからの悲惨なシーズンを過ごした稀代のスプリンターがその
すべてを語ったインタビュー。かつて怒れる若者だった Mark Cavendish が今、知性をもって見つめる
自らの過去と未来。とは言えすっかり達観したとは言えないようだが。

By Johnny Green
50 冊のルーラーの中からお気に入りのカバーを選ぶ。相当長い時間を掛けて Johnny が選び出した 3
枚のカバー、そして結果は巻頭特集で。

今現在理解していることをその時知っていればよかったのだが…：
経験を積み賢くなった Jens Voigt や Sean Yatesらが綴った若かりし自分への手紙。

By Matt Seaton
ヴァーモントのグリーンヒルズでのキツいレースにMatt はぞっこんになります。これからの自転車の方
向性になるのではないかと。

Miguel Indurain のアワーレコードから元 F1 レーサー Alex Zanardi のロンドンパラリンピック金メダ
ルまでを生み出した、カンパニョーロの有名な ( そしていつだって高価な ) ディスクホイール "Ghibli"
は最初から最後まで一人の職人によって作られている。同僚から親しみを込めて ” ギブリのフランコさ
ん ”と呼ばれる陽気な白髪のクラフトマンの仕事を記録したルポ。

今ワールドツアーを転戦するほとんどのチームはツアーを共にするチーム専属シェフを置いています。
この特集では 2014 年のブエルタ・ア・エスパーニャをレポートしながら GARMIN-SHARP や
TEAM-SKYと言ったチームのシェフ、モバイルキッチンユニットを取材します。こうした食に対する動き
はこの 10 年で出来てきたものです。そしてその多くに、かの世界一のレストラン noma を持つデンマ
ーク人が関わっているという事実、その真意やいかに。

By Robert Millar
Robert はそのキャリアでのクラッシュの数を、多少の誤差はあるにせよ、50 回程度と踏んでいた。
しかしもっと多いことが判明する。いや、はるかに多い。
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